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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、T細胞の増殖と生存、サイトカイン産生、そしてTヘルパー2型細胞の分化に必須である。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2011年7月],機能：T細胞の活性化、細胞増殖およびサイトカイン産生の誘導、そしてT細胞の生存促進に関与する。,オンライン情報：CD28エントリー,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,サブユニット：ホモ二量体；ジスルフィド結合。DUSP14と相互作用する。CD80/B7-1およびCD86/B7-2/B70に結合する。,組織特異性：T細胞および形質細胞で発現するが、成熟度の低いB細胞では発現しない。,
	研究分野
	細胞接着分子（CAM）、T細胞受容体、IgA産生のための腸管免疫ネットワーク、1型糖尿病、自己免疫甲状腺疾患、全身性エリテマトーデス、同種移植拒絶反応、移植片対宿主病、ウイルス性心筋炎。
	画像データ
	

	CD28（リン酸化Tyr218）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	ノコダゾール1μg/mlで16時間処理したHepG2細胞のライセートをCD28（リン酸化Tyr218）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

